




Quality of Life of persons with intellectual disabilities.



















































































































































 1 ． 指標は明確な実践目的、すなわち公共政策上の目的を有していなければならない。
 2 ． 指標はどのレベルの集合体であれ、政策決定がプログラムを開発・評価する助けになるも
のでなければならない（集合体のレベルには個人、家族や世帯、コミュニティ、州や地域、
国、国際的レベルなどがある）。
 3 ． 指標は時系列を基本として、定期的モニターや定期的コントロールができなければならな
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い（この点は、政策が対象母集団の状況を改善したのかどうかを評価する上で重要である）。




 6 ． 指標は一つの数字で示されるとともに、構成要素に分解できなければならない。
 7 ． 領域は総体として生活経験全体に渡っていなければならない（これは、QOL合成得点と
包括的 QOL得点との関連を見ることで確認できる）。
 8 ． 各領域は QOL概念の重要で、かつ独立した分割領域を網羅していなければならない（領
域の数は無限に考えられるが、 7 の基準を満たす範囲で最小に押さえることが必要であ
る）。














































 1 ． Felce（1996）、Felce & Perry（1997）の分類：QOLは個人の価値、生活条件、生活満足度
の 3 要素から成るとするモデルを提案し、領域として次の 5 領域を示した。a）身体的安寧、
b）物質的安寧、c）社会的安寧、d）情緒的安寧、e）成長と活動（生産性）。
 2 ． Schalock（2004）の分類：16の研究で利用された125の領域指標を整理した結果、そのう
ち74.4％が次の 8 つの核となる領域に関係していた。すなわち、a）対人関係、b）社会参加、
c）個人の成長、d）身体的安寧、e）自己決定、f）物質的安寧、g）情緒的安寧、h）権利。
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ている場合には、それに応じて独自な領域分類がなされてきた。たとえば、知的障害者・児の





































 しかし、QOL指標における主観的評価の位置づけについては Journal of Research in 
Intellectural Disabilies を舞台に QOL研究推進派の Cummins（1997a, 2001, 2002）と QOL概念に
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 2 ． QOLの主観的指標は可能な限り利用者の自己報告を用いるべきである。ただし、満足度
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